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View70：伝説 
OMOという名前のイベントが１月 11

日に飯能の日和田山周辺で開かれた。 

アウトドアスポーツ事情に詳しい人

なら、ぴんとくるかもしれない。この

イベント名、一昨年から日本での開催

がスタートした OMMのぱくりである。

参加人数こそ 180人でクラスもエリー

トとレギュラーしかないが、中身は丘

陵地での長距離オリエンテーリングだ。

ロゲイニングをスコア Oとすれば、OMM

や OMOはポイント O、つまり、決められ

たポイントを順番どおりに巡ってゴー

ルする時間の長短を競う競技である。

地図は 1:25000地形図を使っているが、

一部の道は修正されているので、ルー

トチョイスに支障はない。ポイントの

すべて地形上の特徴に置かれているの

で、トレイルから外れるナヴィゲーシ

ョンが楽しめる。僕自身は経験がない

が、黎明期のオリエンテーリングって

こんなものだったのだろう。 

 

これが滅法楽しかった。直線距離

16km、実走 26kmに４時間かけて、たっ

ぷり走れた。自分自身トレーニングが

できていて、最後まで走りきれたとい

うのも大きい。１分後にスタートした

小泉君になかなか追いつかれず、向こ

うのミスもあったりして、中盤までバ

トルができたこともあるだろう。また

最近老眼になりつつある自分にとって、

長距離競技では止まって地図を読むこ

とができる。それが達成感につながっ

ているかもしれない。だが、それ以上

に、どのレッグにもルートチョイスの

余地があり、どれをとっても容易に結

論がでないものばかり。時には立ち止

まりじっくり地図を読み正解ルートを

探る。再度検討して、さきほどは思い

もつかなかったよりよいルートが見つ

かる。O-mapとは違うけれど、コントロ

ールは注意深く地形表現の正確なエリ

アに置かれている。不安は感じるけれ

ど、ストレスは感じない。そんなゲー

ムとしての質の高さが楽しさにつなが

っていたのだろう。  

 

ゴールして、プランナーを務めた柳下

大君に「コースプランにどれくらい時

間かかった？」と聞くと、案の定「か

なり時間をかけました」という答えが

返ってきた。コースのコンセプトを決

めるのはそんなに面倒なことではない。

しかしそのコンセプトの中で、複数の

ルートのどちらにするかを迷うような

レッグを決めることは地道な作業であ

る。もちろん普段から柳下君がこのエ

リアを熟知していたことはベースにな

っているが、それ以上に参加者にいい

コースを楽しんでもらいたいという愛

があればこそ生まれたコースといえる。 

 

このイベントに集まったのが 180人。

受付開始からたったの４日ほどで、参

加費 4000円と、オリエンテーリングの

大会から見たら高価な大会にこの人数

が集まった。ほとんどは普段オリエン

テーリングをしない人たちだ。1000人

を超える人を集める OMMでアウトドア

ナヴィゲーションの必要性を感じて、

その練習のために参加した人が多いよ

うだ。エリートでは完走したのは僕と

小泉君のみ。後は最長２／３の地点で

時間切れ失格、未完走。「プランナー気

合入れすぎ」「厳しすぎる」とフェース

ブックなどに書き込みをしながら、み

んな楽しそう。骨がある、挑戦しがい

のあるイベントとして、完走率０％は

すでにその日のうちに伝説となった。 

 

こんなイベントを経験すると、まだま

だオリエンテーリングをより多くの人

の楽しんでもらうための仕掛けは作れ

るのではないかと思う。 

 

 
OMOで１分後の小泉君と「バトル」。トッ

プ選手と張り合えるのも、長距離ならでは

の楽しさだ。もっとも彼がトレーニングと

して 5kgのザックを背負っていればこそな

のだが・・・ 

 

 
OMOは、エントリー開始４日間で 180人

を集めた。オリエンテーリングはまだまだ

潜在的ニーズに十分応えられていない。 

 

（村越 真） 
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